
令和6年度
福岡県ノーリフティングケア普及促進事業 実践報告

ノーリフティングケアの実施

〜2年目の再挑戦〜

社会福祉法人 なのみ一枝会
特別養護⽼人ホーム 垣⽣の⾥
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�実技講習 リスクマネジメント（ラウンド）の計画中断
年末からのコロナ発⽣と離職者増加が理由で、業務負担や部署間での
⾏き来制限が発⽣し中断。一度⽌まってしてしまうと再開が難しく計
画通りに実⾏できず。

1年目でつまずいたこと
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� 2年目継続タイミングに施設⻑交代＆新組織体制への変
換。

施設⻑へ1年目の活動状況報告やノーリフティングケアの理解と取り組
み継続の承諾を得るところから始まる。また全委員会が一新され各委
員会の活動方針が定まっていなかった。

昨年度から継続して⾏っている事①
� 委員会
ノーリフティング委員となるメンバーは
ほとんど残っており、昨年度の取り組み
や、進捗状況が理解できている。

� 始業前の“これだけ体操”
目のつく場所に掲示しており多くの職員が
実践。全職員とまでは浸透できていないた
めユニットリーダーやノーリフティング委
員が推進を継続している。
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� 入浴ストレッチャーの使用
要介護度の⾼い方の入浴介助では抱え
上げの介助がなくなりストレチャー・
フレックスボードの使用が定着。「時
間がかかるから」と抱え上げていた職
員がゼロになった。

昨年度から継続して⾏っている事②
� 介助姿勢
実技教育後から各々が不良姿勢にならないよ
う、柵・ベッド⾼さ・体の向き・手元作業を
意識するようなった。去年と⽐較するとベッ
ドの⾼さを調整しない職員はほとんど⾒かけ
なくなった。
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・「常に痛い」割合が13％増加 /

「常に」「時々痛い」65％→68％
⽋員の多い時期でマンパワー不⾜で無理
な介助方法が増えたと考えられる

増加

腰痛調査の比較

しかし

日常業務においての「持ち上げや抱え
上げ」について、前回は「ほとんどが
そう」「一部あり」を合わせると96％
であったが、今回は合わせて75％と前
回より減少していることから少しずつ
変化していると考えられる為、ノーリ
フティングケアの取り組み継続の必要
性が実感できた。
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� デジタル管理
１年目の計画でエクセル表での管理
をしていたが更新が都度⾏えず、持
ち出しルールも出来ていなかったた
め所在が不明瞭。

� アナログ管理
マグネットとホワイトボードを活用し所在
確認が明確になった

改善点①福祉⽤具管理⽅法の⾒直し

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ

対になるマグネットと同時に持ち出すルールを採用
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担当者会議が不定期開催で日程調整
も連携がとれていなかった為 参加
も不確実だったが担当者会議の日程
調整の用紙を導入しシフト作成時
（リーダー）に調整可能となった。

改善点②-1 アセスメント（カンファレンス）

� 不定期（ない場合も）だった担当者会議が必ず開催されるよ
うになり次に繋がるようになった︕

まだ継続段階だが、多職種でのカン
ファを⾏うことで以前より情報共有
できるようになり個別プランニング
に反映されやすくなった。
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ユニット会議も 第一週の月曜日 といっ
たように開催日の固定ルール作りをするこ
とで 各職種で日程調整がしやすい工夫を
⾏った。それ以降は 確実にユニット会議
が⾏えていて情報共有が以前よりできるよ
うになった。
このユニット会議では介護職員・ケアマ
ジャー・看護師で構成されており このユ
ニット会議や担当者会議からの情報をケア
プランへの落とし込みが出来るようになっ
た。今後は…

改善点②-2 アセスメント（カンファレンス）

� 同様にユニット会議開催も再始動するようになった
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再始動① 実技教育

� 年末と夏に２度コロナ蔓延
があり計画中断と再開を繰
り返した。一度⽌まると再
スタートが難しくその度に、
再計画からやり直すことと
なった。以前作った進捗状
況の確認シートを改修し現
在も少しずつ取り組みを
⾏っている。⾃施設の特徴
とも感じられるが実技教育
に積極的に取り組む職員が
多いためこの強みを活かし
て計画を継続する。

皆が進捗の確認をできるようにすることでモチベーション維持を図った

１1月下旬に実技教育参考書を購入することとなった。これを実技教育マニュアル
とし実技教育研修に役⽴てていく︕（進⾏中）

9 再始動②-1 職員からの「気づき」

１年目の計画当初は皆が「気づいたボード」を
活用し多くの意⾒を出してくれていた

再始動の旨は伝わっている様子だが、付箋の数が以前と⽐較し消
極的な状況。今度は⻘本資料から分かりやすい部分を活用し説明
用プリントを作成。あわせて理解度チェックも作成。１２月ユ
ニット会議で説明と理解度チェックを⾏う予定。（進⾏中）

R６．
1月頃

継続せず。事務局配布のPDF資料を元にユニッ
ト会議時に再度リスクの抽出することについて
説明。気づきで付箋の活用を促す。

R６．
11月

テスト&エラー
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R６．
8月

� リスクマネジメント委員会・サー
ビスの質向上委員会と方向性が類
似している為、気づいたボードに
貼っている問題点の付箋を回収し
共々の委員会を招集した委員会活
動につなげる予定

再始動②-2 委員会活動へ繋げる

� 以前準備をしたラウンド
チェック表があるので委員会
活動でも役⽴てたい
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リスク委員会

〜３年目に向けた今後の課題〜
①ノーリフティングケアに対する意識向上
・主となる委員会メンバー不在時でも対応できる職員の育成
・他の委員会と共同での取り組み強化

②実技教育
テキストを活用した確実な実技研修の実施継続

〜最後に〜

環境変化やコロナ蔓延により２年目は １年目で⽌まっていた多くの
ことを再始動する動きとなってしまったが、工夫を重ねながら計画を
１歩ずつ確実に進めている。
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